　

「…………」

　亜麻郎太は妙に柔らかい感触に、ベッドの上で寝ているような暖かい

感触を覚えていた。爆弾を浴びると夢見心地になれるのかな、なんて思

いながら彼は正気に戻っていく。

　周囲をまさぐるように確認を取りながら顔を上げると、その鼻の先に

は八津子の顔があった。

　さっき恋縫に教えてもらって見たときも美少女に見えたが、間近に見

るともっと美少女に見えた。透き通った肌にはシミひとつなく、そのボ

ーイッシュな顔立ちはほのかに赤らんでいる。

　亜麻郎太に見つめられて八津子は思わず視線をそらしてしまい、そし

て自分の手が八津子の胸の上にあることに気づいた。

　亜麻郎太は知らず知らずのうちに八津子の胸を触ってしまったことに

気付き、あわてて後ろにしりぞいた（内心、超ラッキー！）。

　八津子は突然ミサイルのように飛び込んできた男にいきなり胸を触ら

れて、殺人ショットガンを取り出すのも忘れて顔を紅潮させていた。こ

んな体験は初めてで、八津子にはどうしたらいいか分からないでいた。

間近でみた亜麻郎太の顔は、思ってたよりもグッド・ルッキングである。

　この男をどうしようかなやんだが、ショットガンを取り出す前に亜麻

郎太のほうが手を引いてしまったのでそれで終わった。

「ごめん（ラッキー）」

　と亜麻郎太は謝った。八津子はなんの反応も取れなかった。顔を赤ら

ませただけである。彼女はしばらく、亜麻郎太と見つめ合っていた。わ

ざとではないようだから、それで許してやることにした。

　亜麻郎太は自分がしてしまったことの照れ隠しに、すぐさま作戦に入

ってしまう。

「敵陣地から武器を奪ってきた」

　そう言って、亜麻郎太はカンツ大佐からもらっていた短機関銃と手榴

弾を取り出すと、手榴弾を八津子に手渡した。

「手前のトーチカを潰すのか？」

　八津子は亜麻郎太にきいた。

「ああ、そう」

　と、亜麻郎太。

　手前のトーチカはカンツ大佐が取らせてくれると言っていた陣地であ

る。亜麻郎太はここでカッコよく闘ってみせ、八津子のあこがれる存在

にならなければならないのだ。

「よし、やるぞ」

　亜麻郎太はそう言うと、手にした手榴弾の安全ピンを抜いた。八津子

も重機関銃を手前に持ち出して、突撃の準備を整えている。

「手榴弾で制圧して、一気に手前のトーチカを取るぞ！」

　亜麻郎太はいかにも優れた指揮官であるところを見せるべく、あらか

じめカンツ大佐から教えられていた言葉を自分流にアレンジして言い放っ

た。

　八津子には優れた指揮官にはいまいち見えなかったが、命令は理解し

た。八津子はそれに黙ってうなずく。

　八津子は隠れていた穴から上体を持ち出すと、手榴弾をトーチカへ向

けてそれを投げ込む。亜麻郎太も遅れじとばかりに手榴弾を投げつけた。

　トーチカで手榴弾が炸裂する。

「いくぞ！」

　と亜麻郎太が号令する前に、八津子がそう怒号して穴から抜け出した。

八津子は重機関銃を腰だめに乱射しながら、トーチカへ向かって突撃を

開始する。その行動は素早かった。

　八津子より先んじてカッコいいところを見せなければならない亜麻郎

太も、あわてて後ろを追うように突撃を開始した。と思ったら何かが足

に引っ掛かり、亜麻郎太は大きく前につんのめってしまった。彼が持っ

ていた短機関銃の携行スリングの紐が、彼の出だしの一歩にからんだの

である。

《ズルッ!!》

　亜麻郎太は大コケした。

　つんのめった亜麻郎太は大きく前に倒れ込み、手を大きく前に投げ出

さずにはいられなかった。その先には八津子のおしりがあった。

　彼は八津子のその下半身に抱きつかずにはいられなくなってしまい、

むにゅうとその顔が八津子のおしりに圧しあたった。重みで八津子の迷

彩ズボンのサスペンダーが弾け飛び、ズボンが下までずり下がる。

「ぁいやっ！」

　八津子が思わず悲鳴を上げ、あわてて自分のお尻を押さえた。彼女の

ブルマーが戦場にあらわとなる。

　亜麻郎太の顔にお尻を押され、しかし迷彩ズボンを足首まで下ろされ

て足首を固定されてしまった彼女は、亜麻郎太よろしくバランスを崩し

て前へ大コケしてしまった。

《ギロンッ!!》

　顔面から地面に倒れた八津子は、鼻を押さえながら後ろを振り返り、

自分の足にしがみついている亜麻郎太を睨みつけた。亜麻郎太は短機関

銃のスリングにからまって足が複雑になっている。

　八津子に睨まれた亜麻郎太はあわてて弁明する。

「わざとじゃないんだ。ヒモが足に引っ掛かった。ほら！」

　彼はそう言いながら、足を宙でじたばたさせて絡まった機関銃をほど

こうとした。しかし八津子は疑いのまなざしをゆるめない。

　いきなりミサイルのように飛び込んできたときから、どこかおかしかっ

たが、今日の日のために特別にやってきた二百山コーチという話のわり

には、見た目がただのマヌケな男である。ただのセクハラ男なのかと疑

念も沸いてくるが、わざとやってるようにもみえなかった。

　八津子はとりあえずマヌケな二百山コーチは無視し、その場で重機関

銃を構え直した。が、敵からの反撃はなかった。

　亜麻郎太は冷たい八津子の態度にビビリながらも、教師としての体面

を保とうとして、さっそうと立ち上がる。

「トーチカを取るぞっ！」

　と彼は叫ぶと、突撃を再開する。手前のトーチカに敵はいないという

話なので安心である。亜麻郎太は八津子から逃げるように駆け出すと、

さっさとトーチカの中へ入って占拠した。

　八津子は亜麻郎太を信用しなくなっていたが、周囲を警戒しながら亜

麻郎太を後を追うことにした。

　トーチカの中に入った亜麻郎太を待ち構えていたのはカンツ大佐であっ

た。

「よくやった」

　戦場で女子高生のブルマを拝めたカンツ大佐はニコニコ顔である。

「次はブルマも脱がせ」

　カンツ大佐は任務も忘れて、無責任なことを言った。

「だがこれ以上お前らに陣地を取らすわけにもいかんので、出ていって

くれ。これから我々は反撃に移るから、カッコよく闘いながら後退しろ。

無事に逃がしてやるから心配はするな。女子高生を全員連れて逃げると

いい。株が上がるぞ。わかったな？」

　カンツ大佐はそう手短に告げると、足早に抜け道を伝ってトーチカか

ら離れていった。

　入れ替わりに、トーチカの機銃口から八津子が顔をのぞかせてくる。

「敵は？」

　とトーチカの中を覗き込んで八津子が聞く。

「逃げ出した」

　亜麻郎太は適当に答えてすませた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

